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国際文化研究科創立20周年記念に寄せて















れ 6講座（うち協力協座が 2講座）、7講座（うち協力講座が 3講座）の 13講座から構成されて
おりました。2001年に、言語文化部の発展的解消と連動するかたちで、第 3の専攻として国際












10周年の記念行事は 2002年の奇しくも 20周年記念行事開催日と同じ 11月 29日に、4人の著
名な外国人の日本研究者を招いて「世界の中の日本研究」と題して国際フォーラムを開催しまし
た。この度は、国際文化研究をむしろ国際的な多様な地域文化の研究という大枠での了解のもと、
日本と世界の文化を相互に、かつ相対的に捉えて、いわば異文化的観点から自文化を照射して、
それによって国際文化とは何かを考え直し、発信してゆこうとする試みではなかったかと思われ
ます。
今回の 20周年記念講演・記念シンポジウムは「グローバリズム・日本・国際文化研究」とい
う三題噺のようなテーマを掲げております。その詳しい趣旨は、本行事の企画立案を担当してい
ただきました山下博司教授の趣旨説明に委ねたいと考えますが、ここで一言だけ申し添えておき
ます。それは 20年前に「国際化」がまだ声高に叫ばれねばならなかった時代から、今や街中で
もあるいは大学キャンパスでもそれが日常茶飯事の見慣れた光景になってきているということで
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2東北大学大学院　国際文化研究科創立 20周年特集
す。異文化への基礎理解や異文化間・国際交流の研究といった次元のみならず、地球丸ごとの諸
問題の解決がますます重要性を帯びつつある時代にわれわれは生きております。そうしたグロー
バル化の大波の中で日本と日本文化はいかにあり、あるべきかを、10周年からの発展形として
再度見つめ直し、それを通して発足当初からの問い、「国際文化研究とは何か」になにがしかの
応答をしていけたらと考えております。
なお付言しますと、今回のパネリストは全員が若手です。こういっては大変失礼ですが、10
周年フォーラムの顔ぶれと比べると多少見劣りがするかもしれません。しかし、彼ら彼女らは、
この国際文化研究科で学問を修め研究教育分野の一線へと巣立っていった修了生です。その意味
では 10周年の記念行事では考案することすらできなかった企画ではないかと秘かに自負してお
ります。ただ、それだけに研究科の良きも悪しきも十分弁えておられ、今では客観的にそのあり
方を評価できる立場におられるのではないかと推察します。本研究科の来し方・行く末について
貴重なヒントやサジェッションが得られればと期待するゆえんです。
今国際文化研究科は大きな岐路に立っていると言えます。設立当初の理念や精神を大切にしつ
つ、他方でこの 20年間の時代や社会の変化・要請に的確に対応し、より魅力的な研究科へと自
己変革を遂げていかなければなりません。みなさまの今までにも増してのご指導・ご支援をお願
い申し上げる次第です。
（東北大学教授、大学院国際文化研究科長）
